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関西電力株式会社自動給電システムに`おける

コンピュータネットワーク
Computer Networkof Automatic LoadDispatching

SystemofKansaiE】ectric Power CoりInc･

関西電力株式会社での自動給電システムは,大別すると次の二つの機能で構成さ

れている｡一つは電力需給経済制御機能であり,もう一つは電力の流通管理機能で

ぁる｡このようなシステム機能を満たすため,コンピュータのネットワーク方式と

して,需給制御に対しては集中処理方式を,電力流通管理に対しては分散処理方式

を採用している｡

このたび,上位コンピュータ(中央給電指令所)のレベルアップを行ない,将来へ

のシステム拡張に対処した｡

この論文では中央給電指令所システムを中心に,自動給電システムでのコンピュ

ータネットワークシステムの特徴について紹介する｡

吼 緒 言

関西電力株式会社では,昭和51年5月に自動給電システム

の大幅機能アップを計画し,昭和53年6月から全面運用を開

始した｡すなわち,中央給電指令所のフンピュータを,従来

のHITAC8300/HIDIC500,100よりも大幅に性能アップし

たHITAC M-160ⅠⅠ/HIDIC80×2台にレベルアップし,ま

た新鋭コンピュータに対応し,将来のシステム拡張にも対処

可能なソフトウェアの新規開発を行なった｡

この論文ではコンピュータネットワークシステムの一例と

して次の内容について概説する｡

(1)電力系統運用でのコンピュータネットワークシステム

(2)中央給電指令所システムの構成と特徴

(3)中央給電指令所コンピュータ間のプロトコルについて

(4)中央給電指令所システムのソフトウェアの特徴

国 電力系統運用におけるコンピュータネットワーク

システム

この電力系統の需給制御を行なう自動給電システムは,時

時刻々に変化する電力の需要に対し,最適な電力供給生産を

行なうとともに,これを広域にまたがって,輸送し,配給し,

消費するという一連の機能をもった大規模エネルギー管理シ

ステムである｡電力系統は,電力を生産する水力･火力･原

子力各発電所,また電力の供給流通網である送配電綱,変電

所,電力を使用する膨大な需要家から成り立っている｡

電力系統の運用は頂点に中央給電指令所があり,以下,系

統給電所,･地方給電所,制御所と階層構造を成しており,各

階層ではその規模に応じたコンピュータシステムを導入して

いる｡各階層問のコンピュータはデータ伝送回線で結合され,

全体として階層制御システムを構成し,電力系統運用の総合

自動化を実施している｡図1に総合自動化計画での階層制御

システムを示す｡

階層制御システムでのコンピュータネットワーク方式は,

集中処理方式と分散処理方式の特徴を生かし,処理機能に応

じて両方式の貴通併用を因っている｡すなわち,階層制御シ
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ステムの最上位レベルにある中央給電指令f軒システムは,全

系統の最適運用計画,全系統の電力需給経済制御など,複雑

かつ大規模な計算を大形汎用コンピュータにより集中処理を

行なっている｡下位レベルにいくに従って,局所的に処理可

能な系統操作･監視業務の比重が高く,処理内容が単純とな

る反面,処理周期が短くなるなど制御用コンピュータに適し

た分散処理がなされている｡このような階層制御システムで

は,情報伝送量が必要最小限に抑えられるうえ,コンビュ‾

タや伝送装置の停止時にも,システム全体への影響やゞ少なく

て済むなど,設備の効率化と信頼性の向上が図られるD

今回系統運用の総合自動化の一環として,階層制御システ

ムの頂点にある中央給電指令所システムを一新し,新しいコ

ンピュータネットワークシステムを開発した｡以下に述べる

章では,今回開発した新中央給電指令所システムを中心とし

たコンピュータネットワークの特徴について述べる｡

田 中央給電指令所システムの構成と特徴

今回の新システムは,次に述べるような基本的な考え方に

ょりシステムの開発.を行なった｡図2に中央給電指令所シス

テムの構成図を示す｡

3.1システム開発の基本方針

(1)将来のコンピュータネットワークヘの発展性

(a)関西電力株式会社での業務総合機械化計画によるコン

ピュータネットワーク構造の一環として,第一計算センタ

ー(IBM370/158,148),第二計算センター(IBM370/158,

148)のほかに,新中央給電指令所ビルにコンピュータネッ

トワークの一要素であるHITAC M-160ⅠⅠを設置し,3地

点を48k bps高速伝送回線で結び,自動給電システムに使

用するとともに将来のコンピュータネットワークに備える0

(b)将来,3地点間のコンピュータネットワークとして,

VTAM/NCP(VirtualTelecommunication
Access

Met血｡d/N｡tⅦ℃rk ControIProgram)への移行に備え

る｡
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(2)効率的なコンピュータ処理分散

自動給電システムには系統情報や事故情報の取込みなど,

処三塁内容は単純であるが,処理周期の短いものから,全系の

運用計画計算のような処理周期が長いが処]璽内容の複雑なも

のまで,幅広い計算機能力が必要とされている｡したがって,

中央給電指令所システム構成に対しては次に述べるような基

本処理分担とする｡

(a)IBM370/158

複雑で処】聖同期の長い(3分以上の処理)業務を分担し,

CPU(CentralProcessing Unit)と略す｡

(b)HITAC M-160ⅠⅠ

比較的単純で処三塁周期の短い(5秒～3分以内の処理)業

務を分担し,RPU(Remote Processi叩 Unit)と略す｡

(c)HIDIC 80

単純で処理周期が非常に短い(5秒以内の処理)業務を分

第一計算センター 第二計算センター
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図2 中央給電指令所システム構成図 中央給電指令所のH什AC

M-】60ⅠⅠを中心とLたシステム構成を示す｡
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注:

1.小括弧内コンピュータ設置箇所数
(昭和53年度末予定)
2.略語説明
ELD=EconomicJoad Dispatching

CB二Ciroujt Breake｢

+R=+oad Reg山ato｢

図l 総合自動イヒ計画にお

ける階層制御システム

自動給電システムでのコンピュー

タネットワーク構成と業務分担を

示す｡

担し,CDTC(Cyclic DigitalTransmitter Controller)

と略す｡主に電力系統情事艮の集配信を行なう｡

(d)HIDIC 80

複数CRT(Cathode Ray Tube)のコントローラに通

用し,CRTC(CRT ColltrOller)と略す｡

(3)拡張性の高いシステム

(a)汎用コンピュータ,制御用コンピュータにかかわらず,

利用するソフトウエアについては,極力標準品を]采用する｡

(b)自動化業務,系統規模の拡大に対し,ハードウェア構

成の増設,あるいは上位機種への移行を容易にする｡

(c)CPU～RPU問の業務移行性を容易にするため,ソフ

トウェア上の一処王里方式を統一化する｡

(4)高信頼性

自動給電システムの重要性を考え,システムの二重化,部

分バックアップを行なう｡

(a)計算センター内での二重化を行なう(IBM370/158,

148)｡

(b)第一計算センター,第二計算センター間の二重化を行

なう｡

(c)RPUの通信制御装置を2台で運用し,部分バックアッ

プを行なう｡

(5)保守性の高いシステム

(a)ハードウェア,ソフトウエアの障害検知機能,エラー

ロギング機能を充実し,トラブル対策を迅速に/行なえるよ

うにする｡

(b)オンライン運用中でも周辺機器の保守ができるように

する｡

(c)オンライン運用中でもプログラムのテスト,デバッギ

ングができるようにする(APT:Application Tester の

開発)｡

(d)HIDIC 80プログラムメンテナンスは,すべてHITAC

M-160ⅠⅠでできるようにする(SSS:Sub Syste皿Support

Serviceの開発)｡

(e)電力系統情報をデータベース化し,系統の拡充,改良

などに対し,容易にメンテナンスできるようにする(MAINT

の開発:Maintenance Tool)

(f)業務プログラム〝ノ開発には高級言語を採用する｡CPU,



RPUはFORTRAN言語で,CRTC,CDTCに対しては,

制御用高級言語PCLを使用する｡

(6)操作性の向上

マンマシンインタフェースとして,使いやすいシステムと

するため,制御用高密度カラーディスプレイ装置を採用する

(4,032文字,7色カラーでライトペン付き)｡

(7)応答性の向上

給電運用の質的,量的な拡大に対処するため,処理機能の

高速化を行なう｡

(a)CPU～RPU間について,オンライン需給制御は2,400

bpsで,CRTディスプレイ画面伝送と,ラインプリンタ印

字データ伝送は48k bpsで結合し,また伝送方式はBSCl

(Bihary Syncbronous Communicationl)方式を採用し,

伝送効率と応答性の向上を図る｡

(b)RPU～各系統給電所,地方給電所間の水系計算,記録

情報伝送などの業務はメッセージ伝送方式(RDT:Random

Data Transmission)により,1,200bpsで結合し,処理の

効率化と応答性の向上を図る｡

(C)電力系統情報の集配信処理の高速化,CRT画面の入出

力処理の高速化を行なうため,RPU-CDTC,RPU～CR

TC間をチャネル考案続とする｡

3.2 業務分担

中央給電指令所システムでの各コンピュータ間の業務分担

は,3.1で述べた基本方針により,図3に示すような業務分担

とした｡

田 中央給電指令所コンピュータ間のプロトコル

中央給電指令所システムのコンピュータ間の接続形態とし

て以下に述べるような特徴をもっている｡

(1)CPU～RPU

両コンピュータとも汎用コンピュータであり,距離的に牡

れている関係上回線接続としている｡OS(Operating Syste-

m)機能全般的にソフトウェア上の互換性をもっている｡両コ

ンピュータの機能分担を考慮して,あたかも1台のコンピュ

ータとして取り扱うソフトウェアの方式設計とした｡

(2)RPU～系統給電所,地方給電所

汎用コンピュータと制御用コンピュータとの接続であり,

距離的にも離れていることから回線寺妾続とした｡制御用各コ

ンピュータのOSはそれぞれ相違している｡したがって,各

制御用コンピュータの独自性を維持するようにした｡

(3)RPU～CDTC,CRTC

汎用コンピュータと制御用コンピュータの弓妾続であるが,

同一メーカーであること,データ量が大量で高速性を要求さ

第一,第二計算センターCPU(IBM370/158)

中央給電指令所

関西電力株式会社自動給電システムにおけるコンピュータネットワーク 907

れ,また同位置にあるので,コンピュータ間をチャネル弓妾続

とした｡これにより回線の論理多重化,ソフトウェアの一体

化を行なう方式設計とした｡

以上のようなコンピュータ間の接続形態上の特徴と自動給

電システムを考慮して,各コンピュータ間のプロトコルを決

定した｡以下にプロトコルの採用理由について概説する｡

4.1 CPU～RPU聞のプロトコル

ヰ.1.1 BSCl伝送制御手順の採用

(1)コンピュータの使用効率を上げるため,旧システムで採

用していたポーリング/セレクション伝送方式をコンテンシ

ョン方式に変更した｡

(2)IBM社コンピュータ～日立製作所コンピュータ間での標

準手順として実績があること,また両コンピュータ間の伝送

コード(EBCDIC)を統一化するため,BSClの透過モード

を採用した｡

4.1.2 CPU～RPU間のプログラム起動伝送方式

CPU,RPU双方を1台のコンピュータとして,回線を意

識することなく双方のプログラムを起動する方式を採用した｡

この方式では双方がデータ伝送する場合,電文中に宛先情報

(To From),起動プログラム情報,データ情報を付加して

送′受信する｡この方式により,双方は指定されたプログラム

を起動し,そのプログラムに必要なデータを妻度し,処理結果

を指定された機器に出力することができる｡

伝送フォーマットは図4(b)に示すとおり,ヘッダ,データ

及びエンドメッセージで構成されている｡宛先コードは図5

に示すとおり1台のコンピュータ構成のような体系をとって

いる｡

4.2 RPU～系統,地方給電所間のプロトコル

4.2.1 RDT伝送制御手順の採用

電力系統階層制御システムに通用しているコンピュータは,

制御用のミニコンピュータで,またメーカーも異なっている

ため,関西電力株式会社では,これらコンピュータ間のデー

タ伝送を標準化し,規格統一したコンテンション方式を基本

とするRDT(Random DigitalTransmitter)方式を才采用し

てきた｡このためRPU～系統給電所,地方給電所間の接続に

対してもRDT方式をサポートした｡

4.2.2 RPU～系統給電所,地方給電所間の簡易パケット伝

送方式

簡易パケット方式とは,階層制御システムでのメッセージ

中継伝送方式である｡階層を構成している各コンピュータは,

メッセージを受信すると送信先を表わす｢TO+コードを見

て,自局宛のメッセージであれば自局で処理を行なう｡他局

宛であれば回線のルートテーブルを参照して送信すべき宛先

系統給電所

画定
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妻
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機 ▲

ヰ)

常

く筍巧丁自
新の

斡雅 蚕室印撃

CDTC(H旧IC80) (処理周期:5秒以内)

亨睾

地方給電所

図3 中央給電指令所各計算機の

業務分担 中央給電指令所システム

の業務を処理周期別にわけた分手旦図を示

す｡
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TO FR ××× 7‾
■

(a)RPU～系統給電所･地方給電所伝送フォーマット

0丁 RF h h h h Illl k
.レn

OT Rr｢ デ
ー

タ

OT RF DNE

(b)RPリーCPU伝送フォーマット

注:RPU=H什AC M-180ⅠICPU=IBM370/158

図4 RPU～系統給電所･地方給電所,RPU-CPU伝送フォーマット

H汀AC M-I60ⅠⅠ回線接続による2種類の伝送フォーマットを示す｡

を決定し,その方向にメッセージを送信する｡このようにし

て順次メッセージ伝送網を中継して最終的な送信先に送られ

る｡図4(a)に伝送フォーマットを,図5に宛先コード体系を

示す｡

4.3 RPU～CRTC,CDTC間のプロトコル

4.3.1論理多重プロトコルの一葉用

HITAC MシリーズとHIDIC 80との接続に際しては,今

後の汎用コンピュータと制御用コンピュータの標準接続手順

として論理多重プロトコルを開発した｡関西電力株式会社の

中央給電指令所システムでは,これらコンピュータ間をチャ

ネル接続とし,論理多重プロトコルを採用することにより,

チャネルという物理伝送路を意識することなく,目的とする

複数の論理端末あるいは処理プログラムとそれぞれ独立に平

RPU(HlTAC M-160Il)

開始回復OCP

CRTC-OCP

CDTC-OCP
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＼

TCS(BTAM)

＼

物理伝送路

＼
ヽ
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＼

＼

｢.-
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所爛生m

∈革咋)

系統給電所,地方給電所

(プロセスコンピュータ)

(Q2)

(08)

_./

2桁の数字

注:括弧内コードは,

/′

ケ
′

RTC

CPU

工B柑!き70/絹8

指9〉

RPU

､帥TAC俳書608
(01)

CDTC

捕D暮080 H旧】′e8Q

(Ci)

fLl)

2

｢
L
㌧

(ロ‾り (B2き

TO,FRのコードを示す｡

(ロ3)､ (D4) 掩う)

電
力
系
統

点線囲み内はCPU～RPU間のコード体系を示す｡

一点鎖線囲み内はCPU～RPU～系統給電所間,地方給電所～制御所間の
コード体系を示す｡

図5 コンピュータ間メッセージ中継宛先コード(TO･FR)体系図

コンピュータネットワーク間のメッセージ中継用宛先コード体系として,2種

兼頁あることを示す｡

行して交信することができる｡この方式の採用に際して,将

来VTAMへ移行しても,ユーザープログラムの変更が少なく

なるように配慮している｡

4.3.2 RPU～CDTC,CRTCの論理ユニット構成

図6にRPU～CDTC,CRTCの論理ユニット構成図を示

す｡CDTC,CRTCターミナルシステムは,論理ユニットと

して論理端末と処理プログラムで構成され,RPU～論理ユニ

ット間で相互に通信する｡

(1)ホストシステムの論理構成概要

(a)SSCP(構成制御プログラム)

ホストシステムとターミナルシステムとを結ぶネットワ

ーク構成の制御を行なう｡

(b)P.LU(プライマリ論理ユニット)

P･LUはTCS(Transaction ControISystem)内のプ

ログラムでTCS下のユーザープログラムがターミナルシス

テムのS.LU(セカンダリ論理ユニット)と交信する際の窓

口の役目を果たす｡TCSはS.LUごとのタスクコントロー

ルとターミナルへの送受信をコントロールする｡

CRTC(H旧旧80)

@

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

口､′て｢′､ド

､.′‥衝..轡..撃

ぢ･･､濁､

CDTC(HIDIC80)

､¢町薮蔽

注:略語など説明

-----

=セッション設定
-

=アプリケーション間データ交信

SSOP=構成制御プログラム

P.LU=プライマリ論理ユニット

P〕=物理ユニット

S.L〕=セカンダリ論理ユニット

TCS(BTAM)=Transaclio【ControISystem

(BasicTelecomm]n加tio〔Access Method)

UAP=ユーザー業務プログラム

OCP=(州i【e Contro=)rogram

図6 RPU-CDTC,CRTC

論理ユニット構成図

CDT HITAC MシリーズとHIDIC 80の

チャネル接続による論理多重プロ

トコルでの論理ユニット構成及び

交信例を示す｡
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(2)ターミナルシステムの論理構成概要

ホストシステムは,ターミナ/レシステムの-一つの物理ユニ

ット(PU)と二最大255までの論理ユニットと交信できる｡

(a)PU(物理ユニット)

PUはターミナルシステムのハードウェアを代表し,ター

ミナル側の構成とホストシステムとの物理伝送路の管理を

行なう｡HIDIC 80ではOSの一部機能.を表わすl｡

(b)S.LU(セカンダリ論理ユニット)

ターミナルの論]哩ユニットをS.LUという｡S.LUは論

理端末あるいは処理プログラムとして定義することができ

る｡複数のS.LUはそれぞれ独立にホスト交信ができる｡

月 中央給電指令所システムのソフトウェアの特徴

中央給電指令所システムのソフトウェア開発に際して,次

に述べるようなことを基本■方針として開発した｡

(1)極力標準ソフトウェアを使用すること｡

(2)ユーザー業務プログラム(UAP)の保守,開発が容易で

あること｡

(3)ソフトウェアの処理方式を統一すること｡

以上の方毒汁に基づき,次にその特徴について述べる｡

5.1 RPUコントロールプログラムの構造

中央給電指令所システムのトランザクションはすべてRPU

を経由しており,RPUのコントロールプログラムは多様な入

力先,多様な出力先をコントロールしなければならない｡ま

た,トランザクションの発生も,(1)随時発生形,(2)定時開閉

隔発生形,(3)定時刻発生形,(4)随時発生後定時間間隔発生形

と多種類にわたっている｡

このように中央給電指令所システムでのトランザクション

の特徴は,メッセージスイッチ形の入出力処理が非常に多く,

そのためトランザクションコントロール,フォーマット変換

などの処j聖が裡雑となる｡

この複雑なコントロールを単純化するために,RPUコント

ロールプログラムの構造は図7に示すように,標準パッケー

ジTCSのもとで動作し,入出力先別にコントロ”ルプログラ

ムを独立させる方式をとった｡更に,各コントロールフロログ

ラムに,メッセージスイッチ,メッセージキューイング,フ

ォーマット変換,タイマコントロールなど複雉な処理を｢吸収

させUAP作成の容易化を図った｡

5.2 CPU～RPU間のUAP起動方式

CPU～RPU間ではアプリケーショ ンの性格により業務分

図7 RPリコントロー

ルプログラムの構造図

H=‾AC M-160ⅠⅠのオンラ

インパッケージTCSを利用

Lたユーザーオンラインコ

ントロールプログラムの概

略構造を示す｡

担が明確にされている｡したがって,RPU,CPUのUAPは

同一一コンピュータ下のUAPを起王執する必要がある｡

今回のシステムでは,UAPの作成を容易にするために,図

8に示すようにATTACHなど各椎サボ∽トプログラムを開発

し､CPU～RPU閃の距離をなく L,CPU,RPUがあたかも

1亡iのコンピュータであるかのように処理できるUAP起動方

式を才采Hj Lた｡､

二のノJ⊥(♂)･抹糊により,ユーザーがUAPを作成する場fナCPU～

RPU｢言与jク)プロトコル,メッセージのキューイングなどの偵わ

Lい処Jテ里を息i撤する必要がなく なった｡〕

5.3 中央給電指令所システムのデータベース

中央給電指令戸斤システムのデータベースは,図9に示すよ

うに電力系統情報をデータベー一久化したものであり,-卜記の

蝶=体から梢一成されてし､る｡

(1)CDTCのメモリ

(a) オンライ ン人力デー一夕ベMス

CDT(Cyclic DigitalTransmitter)やフロロセス人出力

(PI/0)装置を経由して送られてくる潮‡充,電圧などの′受

信データファイル

(b) オンライン州カデ【タベース

CDTやPI/0袋帯を経由して送られる指令イ直などの送信

テナータフアイル

(2)RPUのバーチャルメモリ

(a)オンライン入力データベ【ス

CDTCからRPUへ5秒ごとに送られてく るオンライン

電文受信

UAP起動

l電文作成

電文送信

U

l
AP起動

電文作成

電文送信

電文受信

UAP起動
〕AP起動

ATT ACH

AT

AT TACH

(CPUの (RPUの

UAP選別 UAP超勤)

ATTACH TACH

UAP UAP 濫品) 〕AP UAP 法㌫)

‾アプリケーション ]AP アプリケーション UAP

注:〕AP=ユーザー業務プログラム

図8 RPU～CPU間のUAP起動図 双方のコンピュータを意識するこ

となく互いのプログラムを起動する関連を示す｡
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データをスケール変換したファイル

(b)オンライン出力データベース

CDTCメモリのデータベースと同じものであるが,スケ

ール伸二が異なる｡

(C) メモリ常駈データベⅥス

スケール値テーブル,コード変換テーブルなど参照頻度

の高いファイル

(3)RPUのディスク

(a)ディスク専用データベース

CRT画面やカ”ドから投入されるデⅥタを格納しておく

参照頻度の低いファイル

ニのデータベースは中央給電指令所コンピュータ間共通

のデータベースであり,各デ”タベースほDDN(Data

Definition Name)という単位で細分化されており,各DDN

のデータの櫨類や存在場所などは,データベースサポート

プログラムで一括管王翌されている｡

RPUのUAPがこのデータベースにアクセスする場合,

RDATA(Read DATA),WDATA(Write DATA)で必

要なDDNを指定することにより可能となり,また,CPU

のUAPがアクセスする場合は,RPUと必要なDDNを相月二

連絡することにより可能となる｡

したがって,中央給電指令所システムは,このデータベ

ースにアクセスすることにより,ド皆層制御システム相互間

での電力系統情報の情報‾交換を容易に行なうことができる｡

5.5 SSSシステム

このシステムでは汎用コンピュータHITAC M-160ⅠⅠ(RPU)

に制御用コンピュータHIDIC 80(CDTC,CRTC)が接続さ

れている｡

旧システムでは,システムの追加,変更に伴う利子卸用コン

発 電 所･変 電 所

･一:=電力系統情報の送受信

CDT CDT

DX 工′･′0

CDTC(HID】C 80)

給電コンソールなと

ディスク専用

データベース

RPUティスク

P

吉
オンライン入力

データベ】ス

オンライン出力

データベース

5秒サイクル 10秒サイクル

P

吉

RP〕(HITACM-160Ⅰり

スケール変換

メモリ常転

チータペース

(入 力)

オンライン入力

デ】タ.ベ…ス

逆スケール変換

オンライン出力

データベース

メモリ常駐

データベース

(出 力)

デw夕べースサポートプログラム

各チータベース構成要素の舟木

UAP
RDATA

(人力要束)
UAP

WDATA

(出力要刹

CP〕(IBM 370158)

中央給電所

表示など

ディスク専用

デ▼夕べース

RPUティスク

一■=二DDNの相互連絡

UAP UAP

注:RDATAこRe∂d DATA UAP‾ユーサー業務フ‾ログラム
WDATA一仙rltビDATA CDT=CycFIC DlgrtalTra[Smllter

DDN Data Deflnlt10[Name

図9 中央給電指令所システムのデータベース構成図

指令所システムでの電力系統情報のデータベース構成を示す｡
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す｡

チ

ャ

ネ
ル

CRTC,CDTC

(HIDIC80)

ロブ
】ロ

デグ
イラ

ンム

グの

のメ

モ

伝芸･､
ン

送プ

-P｢og｢am
Debugglng System

‾RemoteJDad andロリmp

=S]bsystem Support SerいCe

SSS機能図 sssのサブ機能であるPDS.R+Dの処理フローを示

ピュータのプログラムの保守,開発を行なうためには,シス

テムを長時間停止させねばならないということが大きな問題

八であった｡′卜【ロ1のシステムでは,HITAC Mシ1ノーズと

HIDIC80との標準パッケージとして,SSS(Subsystem

Support Service)システムを開発し,HIDIC 80のプログ

ラムの保守,開発がHITAC Mシリーズを使用して可能とな

った｡

SSSシステムはPDS(Program Debugging System)と

RLD(Remote Load and Dump)という 二つの機能をもっ

ている｡図10に示すようにPDS機能により,HIDIC 80のプ

ログラム作成,プログラムテストがHITAC Mシり-ズで可

能となり,RLD機能によりHITAC MシリーズからHIDIC80

へのプログラムのローディ ング,HITAC Mシリーズでの

HIDIC 80のメモリダンプが可能となる｡

中央給電指令所システムではHITAC MシリーズのRPUで

SSSシステムの機能を使用することにより,自動給電システ

ムを停止させることなくCRTC,CDTCの70ログラム開発が

可能となった｡

【司 結 言

以上,今回の中央給電指令所システムの開発では,電力需

給制御機能,監視制j卸機能のレベルアップと同時に,ソフト

ウエアの一新と各コンビュ【タ問の業務分担の再調整とを行

ない,今後の電力運用業務の拡張性,保守性に対応できるよ

うにした｡今後,今回開発した中央給電指令所システムを偵

垂に評価するとともに,将来拡張する業務の機能内容などに

ついて横言寸していきたい｡

終わりに,中央給電指令所システムの開発に際し,関西電

力株式会社情報システム部及び系統運用部並びに日立製作所

関係二亡場及び研究所各位の御指導と御協力に対し厚く御礼申

しあげる｡




